












経済発展の勢いがあり、また、今回の出張で見る限りでは、砂嵐 起こすほど 風力によって提供される風力発電と中央アジアからもたらされる化石エネルギーを原料とする火力発電などによって 現地 電力供給に大きな懸念は く、また、天山山脈から齎され 水を引き、現在では、水供給に



















カ年計画期間中は区内ＧＤＰが年平均二十六・四％伸び、 〇一〇年の区内ＧＤＰは約二五〇億人民元となっている。これ二〇一五年にはＧＤＰ六九五億人民元に引き上げる計画を持っている。またその際の財政収入は九〇億人民元、更に に つの一〇〇億人民元企業、三つの五〇億人民元企業を誕生させたいと考えている。　
一方、今後は工業団地分野と都市建設を同























するアレンジ拡大」を図ると共に、 「日本人観光客の誘致を、日本の空港 敦煌 直接結ぶ一〇〇～一五〇人くらい ツアーを企画し、直行チャーター便を就航させ 。　
更にこれに際して、日本からは伊勢海老な
どの海産物を、中国本土からは乾燥棗や乾燥イチジクなどのドライ・フルーツを貨物 して組み込み、利益率の高いビジ したいとしており、こうしたビジネスを組む日本側のパートナーを求めている。 」と コメントがあった。　
上述した通り、ウルムチと日本企業を結
ぶ接点は今 ころ、少ないかもしれない。しかし、その潜在性には大いに注意を払いながら、ウルムチの発展を、見守りたい。
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